
第35 回 年 次大 会〕

A  8 を 用祖 吻ずの靫t. 元f- の亦 町

式蔵iﾆｰ入魚研　o  岡ifl ft 5"　平 や昭 司

叱馬 尺取^　 野 一月見彦

食 物 一5

目的　赴恥 食ifl樹 仲 り靫量な芦,旅 戌分ヵ £C^Ji-. 家 養 μ.^i-.n 業績::f上.，阿 り

r りt- 奪引 隻到 垠 ，てぃるt  ( て浪目 四

植物甲り 酸t: な今え早,i分杵 皿 昨u 載ダな い．恥研札て■ ･7 南島ﾉ隻■   両時 湧 元島外 牡

ヽヽ わn てぃる機路申性 子放肘 化介再彦ヽμ 伺 レい 食･n 塩m 申の叙iL 元,f. t靫夕<  分竹す

ろことI  ･りりとI T-.．it こ.  ごれり) 桓物i  ;く和 叙あい ヽn熱友加 ぬすい とI'- ^ ■; 叙-t

几糸ダど のよう^/摩ヽ動 とぶ 秀*)-   I'vつぃ てし検討 ＆行 ，た ．

釦 久　ツフシ ，ゴポ ウ．ワラヒし-r. ウレンソウ, 々 リ.  g モギ等＆床朱 ，追 矛しこりS

乾燎 け^ ものt 朗丿測t  I た．その収蔵枡 と隻暴X  1 時間り水柏戴炒& あい ヽIt,   /oク°O
r  I 咋間の熱恥仙似μ 理し，床結載 庫(  rこもの＆絢ね疾吋 いf こ．これらの蔵什 き賎器申
毬 子叔財化瓜り か ヽて糸仰t 斤りe ．

柘果 粗眠朽の分り ¨･-杓̂ かo えおり兪暫lc, 支 童訓ぺfこ．両旅なぎ津,でり ﾀﾞ'1 コン ．

･り す 仁 キ．ベツ/     -―ンジン のﾉり町 粘釆と.比良 すると,   吻,  肛 ，Fe ， Zn. 町n ，Co 等
の元島農胤,測 わ･vif) ヽヽ値i-rl-､けこ．小町 リ こ奮柳& 吻で大志, ≪.えろﾆ と-I-JレFe ，

Zn  , l^､,    C(＼，Sc    峯 の元和 札 浪お･よぴ熱心n 細叙之れ難 ヵ` バこ（ 差i^ B  y-,  K,

R にNo, 。C え,   Cb 算 のえ 系･7;，･kエリ び熱,kr.畑 政され易りヽ , た．ir--..  Cト･-j熱,k.

でu 細叙直似難*,` つながし ，K細叙 で,f細な 乏れ易n^ つn ．

A 9　　　食用苅藻鋤 のスーテロ ー1レ組RS,ヒつぃ 一乙

椙山右大官攻　O  ふ中みと0　 並木泗き
東海 字面引w 大仮攻m 填-^さ皿

目的　 太報告では日本人の食生活 の特徴的なもの乙ある海袋成分検索の一蝿として-    －

暇 に,食用にｲ共さ戴ゐこと(r>多 い ＼＼種r>海藻a- ら常汰 乙よ 。r. 又子ロ ーIし成むと分鵡賭 艇 し

，こ,･i.とGLCB びe C-H ｓ ご用い乙組成の確箆と行 ，た。まfc.湘轟中乙の迦砥型 ■エ ス，

子Iﾚ型とし乙の存在収斂の週 親の目的 で異 ，社名敞精製方阻 さ用い，z の両名にお けるX

テロー1し組成比さ個 ぺ，興 味あゐ結果と得 た.(‘ 乙報 告!;ゐ。

力三　 試鋼iこ』ま，褐藻類： わむヽめ, むヽじa. ，こんぶ，あb め，緑菱匍：嗇のり.   告さ,

紅海類：とさ/Iヽ のり(赤と鼻)，金 のり. おご・ り. カラベニン£用い悒。粧賠賃の岫!iil3、

試斜乙乾燥如未と｡し･ヘキ竹こ・：エ9  ノ- |し乙行い. ズ子D  - lレの冶鯉は. 次の1 つの池｡ま

ま凧いた。1,    昨ン化痩r りン化物としてtn スラロ ーlしと冶亀 し次|こアiレ£ すカラムとffl
い て飛覧 。2.  総脂質かう直持 シリカii ＼しカラムワロマI- ヴラフ1 －lこよ◇，て鎧趣 型 ，エ

ズデ ＼し笙 のズデロー|レの分亀,    Q L C  1コ島津4. B型 がX  ワロ マト ヴラフヽa C-M s は島溥
G P lOOoG G-MS 2 用い ，7 うーn - Iしの分画物とT  町s 誘導休としZ  分柵 しと。

結果　 常3直により褐藻類：フコスラロー･し,   24-)( そレンコレスラロ ーlレ，コレ ステD  ー

1ﾚ；-trリ ンコ･ス子ロ ー|レ. 採 藻: β－シト 又予ロ ーIレ. -iリフコス子口一|し 。コレス^ ロ ー

1レ，ザX-E ス予ロ ーlレ. 紅藻ﾚ: コしステロ ー|レ.   A""コしステ□ - 1レ. β-> トズう･口-  Iレボ

確認さ れt 。ま悒忽誕型。エスTlし型ia約6 こI    で,あ，杷。幻なめの主ステロ ー|ﾚは ，常

識乙はフ コX 子ローIし･已め ，七貳 ，幻ラム/フロマト滅ではフコ ス-テローiしは今なく，t-し

ろ.  24?<干レ,ンコ しズテ□ - Iレ.   -H- 1)ンニrx？ロ ー1し貳^IT  ，把e


